
 

◇歌唱 「手に手つないで」 「Ｒ-０-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ」     ◇会長挨拶  

◇幹事報告     

◇卓話 会員増強・維持委員長  小澤雅彦君  『会員増強について』 
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2019-2020 年度 

painted by Kenzo Tanaka 

第 60代会長 澤邑 重夫 

第 60代幹事 杉本 剛昭 

2019 年 8 月 29 日（木） 第２８６３回例会 天候：晴れ 司会：杉田祐一副幹事 No. 8 

＝本日の例会行事＝ 

◎幹事報告 

◇ガバナー事務所より 

＊地区大会 付随プログラム メジャードナー顕彰午餐会の案

内  ◉１０/１９（土） １１：００～１３：００  

◉小田急ホテルセンチュリー相模大野 ８階「相模ⅠⅡ」 ◉会

費：５，０００円 

◇ガバナー補佐より  会長・幹事会（第６回）開催通知  ◉９/

１２（木） １８：３０～  ◉アップル 

◇茅ヶ崎湘南ＲＣより  劇団四季ミュージカル『エビータ』 （茅

ヶ崎湘南ＲＣ主催） 開催の案内 

 ◉１１/８（金） １８：３０ 開演  ◉テーマ…劇団四季ミュージカ

ル『エビータ』 

 ◉茅ヶ崎市民文化会館大ホール  ◉料金…８，０００円（通常

価格 ８，８００円）  ◉申込み期限…９/１３（金） 

◇米山梅吉記念館より   

＊館報 ２０１９秋号 Vol.３４   

＊自主的な善意募金  ①賛助会入会 会費・・・一人 年間 

３，０００円  ②全国１人１００円募金運動 

◇令和元年度ビジネス体験隊 業務実施 報告書 

◇タウンニュース  

スマイル報告 細井年春会員 

澤邑重夫君 小澤さん、卓話よろしくお願いいたします。

増強と維持のお話たのしみです。ところで機能大箭さん、

杉本さんと南口でブラブラしていると、なんと梅田さんに

出会いました。調子にのってワインを飲みすぎてボーッと

しています。 

杉本剛昭君 少し涼しくなってきたと思ったら、また暑さ

が戻ってきましたね。今夜もビールを飲んでしまいそうで

す。小澤さん、卓話楽しみにしています。どうぞよろしく

お願いいたします。 

伊藤留治君 小澤さん、卓話よろしくお願いします。楽し

みにしています。 

田中賢三君 小澤さん、卓話よろしくお願いします。 

成田栄二君 小澤増強委員長、卓話よろしくお願いします。 

河本啓伸君 皆様、ご無沙汰しております。私と会えなく

て淋しい日々だったかと思います。9/12（木）なんどき牧

場で天才ミュージシャン特別ライブをひっそり開催致しま

す。残席わずかとのことですので、お早めに。 

大森久巳男君 会員増強・維持委員長小澤雅彦君「会員増

強について」卓話楽しみです。宜しくお願い致します。 

和田幸男君 先週は AG 訪問ありがとうございました。ま

た、スマイルもありがとうございました。小澤さん、卓話

お疲れ様です。 

吉田恵子君 変な雨が続きますね。8 月が終りという事に

おどろきです。来週は九州鹿児島に行ってまいります。 

大箭剛久君 来年のカレンダー作りをしていたら、連休が

多いのにビックリしました。海の日、山の日．．．次は何の

日ができるやら。 

水嶋 聡君 皆様に幸有れ！ 
中山ソングリーダ

ーとスマイル報告

の細井会員 
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日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

８／２９ ２８６３ ４４ ４０ ３２ ４ ４ ９０．０％  

８／８ ２８６１ ４４ ３６＋３ ２９ ５＋１ ４ ８７．１８％ ８９．７４％ 

 

出席報告 小八木隆男会員 

富田桂司君 8月もあっという間に残り 3日となってしまい

ました。ビジネス体験隊では子供達にまじり、4 日間楽しく

過ごさせて頂きました。泣く子、さわぐ子、怒る子、話をし

てばかりの子。私も小学生に戻ったような気分で楽しめまし

た。本日の卓話、小澤さん、楽しみにしています。例会前、

計量は 99.0kg。ギリギリセーフでした。 

北村公子君 まだ暑い日が続きます。夏バテもせずがんばり

ました。小澤さん、卓話楽しみです。 

岩澤淑江君 夏の終りはいつも少し寂しい気持ちになりま

す。小澤さん、卓話楽しみです。 

小澤雅彦君 今月は会員増強月間ということで、ロータリー

の友にも「趣味でつながろう」という特集が組まれていまし

た。ちなみに私の 30 年来の趣味はゲームです。いいトシし

てはずかしいですが、同じ趣味の方がいましたらお知らせ下

さい。 

安武 勝君 小澤さん、卓話がんばって下さい。本日休養で

早退します。ごめんなさい。 

石田貴一君 小澤さん、卓話拝聴させて頂きます。 

伊藤和明君 10 月 7 日地区コンペ参加者募集中です。現在

3 名、あと 1 名宜しくお願いします。 

小八木隆男君 しばらく木曜に予定が入り、出席出来ず申し

訳ありませんでした。小澤さん、本日の卓話宜しくお願い致

します。 

岩井 泰君 天候不順ですが、お体にお気を付け下さい。小

澤さん、卓話よろしくお願いいたします。 

［25 件、25,000 円です］ 

この卓話は茅ヶ崎ロータリークラブホームページより

全編をお聴きになることが可能です 

著名な心理学者の河合隼雄先生の言葉に「人は物語を生き

る」というものがあります。人生には様々なことが起こりま

す。特に辛く苦しいことも少なくありません。でもある日振

り返ったときに「あー、あの時はつらかったけど、その経験

が今の私に生きているんだ」と気づくことも少なくありませ

ん。そう自分の中に「今と過去をつなぐ物語」が生まれる瞬

間があるのです。「今と過去をつなぐ物語」、それが自分の中

にできた時はじめて、過去の苦しかった経験が今を生きる糧

になると河合隼雄先生は述べられています。 

その時その時では、辛かったり悲しかったりした思い出の

点と点が、いつしかつながり美しいラインを描き出す、そん

な瞬間があります。茅ヶ崎ロータリークラブ 44人には 44の

共感のストーリーが必ずある。ストーリーは無機質なものに

人間的な温かみを与えます。中にはそんな語るほどの人生で 

はないよ、とおっしゃる方もいるかもしれません。決してそ

んなことはありません。先ほどの患者さんのストーリーのよ

うに、どの方の人生も特別で、そこには人に共感を生むスト

ーリーが必ずあります。 

ロータリーが求めるのは奉仕の先にある未来です。私たち

の限りない創造性と善意がこの私たちの未来を豊かにする

ことを認識し、ロータリーの可能性を信じなくてはなりませ

ん。共感の力が人々をつなぎ、世界をより良い方向に変えて

いくことを信じなくてはなりません。先日のクラブ協議会で

もお話ししました。私がロータリーに入会する時、ある先輩

ロータリアンから次のようにアドバイスを受けました。「小

澤くん、ロータリーでは卓話と言ってみんなの前で話をする

機会が必ずあるんだ。それは小澤くんを知ってもらうものす

ごいチャンス。そんなチャンスに虫歯の話とか、歯ブラシの

話とか、そんなくだらない話をしてはいけない。ロータリー

の卓話では小澤くんのプロフェッションとしてのフィロソ

フィーを語りなさい。そのフィロソフィーに共感してくれる

仲間を作る場がロータリーの例会なんだ」と。 

私たちはロータリーの可能性を信じてここに集っています。

私たちが今日ここに集うことになった縁の中には必ずそれ

ぞれのストーリーがあります。そのストーリーに共感する仲

間を増やしていって欲しい！そのために今日はグループに

分けてあります。 

 RI が古くから提唱する Five for One Plan は 5 人のグル

ープで一人の新会員推薦を目指すという方法です。しかし私

はそこにもう一つ意味を付け加えたいと思っています。テー

ブルの仲間をよく見てください。そこにいる細井さんは、数

年に一度入れ替わるラスカの店長の一人ではありません。世

界にただ一人、静岡市出身、実家の斜め向かいにキングカズ

がいて、ロッテリア、ドトール、ラスカと様々な仕事をして

きた世界にただ一人の細井年春さんなんです。そちらにいる

岩井さんは畠田さんの後任の工場長ではありません。上越市

出身で大学で経済学を学びシングルファーザーで息子さん

二人を育て上げた世界でただ一人の岩井泰さんです。 

 グループでメンバーの一人一人を大切にしてもらいたい。

もしロータリーちょっと最近いまいち楽しくないんだよな、

という人がいたらよく話を聞いてあげてください。私たち会

員の絆が深まれば自然とロータリーの魅力がまし、退会者を

減らし、新会員を増やすことになります。 

イニシエーションスピーチ、一昨年前の卓話「ロータリア

ンは歯が命」に続いて皆様の前で 3 回もお話しする機会を持

てるなんて、ロータリに入る前には思いもよらなかったこと

です。人生が自分をどこへ連れて行ってくれるのか、そのス

トーリー展開には驚かされるばかりです。1905 年のロータ

リー誕生から 114 年の時を経て、今日このようなスピーチの

機会を頂けたご縁に感謝いたします。 
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